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切除不能転移性腎細胞癌

トーリセル(ﾃﾑｼﾛﾘﾑｽ)

Ｒｐ 形態 ルート 薬品名　 投与量 コメント 1 7

1 点滴注 メイン 生理食塩液 250ｍL ルートキープ ↓

2 点滴注 側管 デキサート注 6.6ｍｇ ３０分かけて ↓

生理食塩液 50ｍL

3 点滴注 側管 ネオレスタール注 10ｍｇ ３０分かけて ↓

生理食塩液 50ｍL

4 点滴注 側管 トーリセル注 25ｍｇ ↓

生理食塩液 250ｍL

★１クール＝７日

・催吐レベル１（10％以下）

･本剤の投与は重度のinfusion　reactionに備えて緊急時に充分な対応のできる準備を行った上で

　開始すること。

・本剤投与中は毎回患者の状態に充分注意し、投与開始後はバイタルサインのモニタリングを行う。

・重度のinfusion　reactionが認められた場合は直ちに投与を中止し、適切な処置を行うこと。

・トーリセルは専用ルート（孔径5μm以下のインラインフィルター付、DEHPフリー）を使用のこと

・調製方法

　　トーリセルは、過量充填されている!!

　　１バイアルに添付希釈用液1.8ｍLを加え、よく振り混和する。気泡がおさまるまで待つ。

　　（トーリセルを直接、生食で希釈しないこと）

　　希釈した液から2.5ｍLを抜き取り、生食に混和する。混和する際激しく振盪しないこと。

・調製後６時間以内に投与を終了すること。

・・・・・

ﾙｰﾄｷｰﾌﾟの生食で
フラッシュ後

30～60分かけて
専用ルート使用
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